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チップ内で効率よく遺伝子を増幅・検出する

病原菌など種々の微生物の遺伝子を調べるには，まず遺伝子を増幅する必要がある。特定遺伝子の増
幅法として注目を浴びている，ローリングサークル型増幅(RCA)法の改良のため，本研究では，マイ
クロチップを用いた RCA 法の開発を試みた。チップの流路内に固定化ビーズを詰め，ビーズ表面で
RCA 反応を行ったところ，ビーズ上に増幅産物の蛍光が点として観察された。本法で従来法の90倍
の検出効率となる9000分子の微量DNA分子の検出に成功した。少量試料での定量分析が可能である
ことから，新生児の感染症検査や遺伝子多型の判別などへの幅広い応用が期待される。
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